
小金井市民交流センターの取得の賛否を問う市民投票条例施行規則（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、小金井市民交流センターの取得の賛否を問う市民投票条例（平

成２３年条例第  号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定め

るものとする。 

 （選挙管理委員会の事務） 

第２条 小金井市選挙管理委員会（以下「選挙管理委員会」という。）は、条例第３

条第２項の規定により委任を受けた市民投票（以下「市民投票」という。）の管理及

び執行に関する事務を行うものとする。 

（投票資格者名簿の作成） 

第３条 選挙管理委員会は、条例第４条第１項に規定する投票資格者名簿を作成及び

保管する任に当たるものとする。 

２ 投票資格者名簿の作成は、小金井市が執行する選挙において使用する公職選挙

法（昭和２５年法律第１００号）第４章に規定する選挙人名簿に準ずる形式によ

るものとする。 

３ 投票資格者名簿には、条例第４条に規定する投票資格者（以下「投票資格者」

という。）の氏名、住所、生年月日及び性別を記載（第５項の規定により電磁的

記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識できない方式で作

られた記録をいう。以下同じ。）をもって作成する投票資格者名簿にあっては、

記録）しなければならない。 

４ 投票資格者名簿は、第１１条第１項に規定する投票区ごとに編製する。 

５ 投票資格者名簿は、電磁的記録をもって作成することができる。 

（登録） 

第４条 選挙管理委員会は、条例第５条第３項の規定による告示の日の前日（投票

資格者名簿に登録される資格のうち投票資格者の年齢については、同条第１項に

規定する市民投票の期日（以下「投票日」という。））現在により、投票資格者

を当該告示の日に投票資格者名簿に登録しなければならない。 

２ 選挙管理委員会は、前項の規定により投票資格者を投票資格者名簿に登録した

ときは、直ちに被登録者の総数を告示しなければならない。 

（閲覧） 

第５条 選挙管理委員会は、前条第１項の規定による登録を行った場合は、当該登



録日に、投票資格者名簿に登録した者の氏名、住所及び生年月日を記載した書面

を当該登録した者（代理人を含む。）の閲覧（当該登録した者の当該部分に限る。）

に供しなければならない。 

２ 選挙管理委員会は、前項の閲覧の日の３日前までに、閲覧の場所を告示しなけ

ればならない。 

（異議の申出） 

第６条 投票資格者は、投票資格者名簿の登録に関し不服があるときは、前条第１

項の閲覧の日に選挙管理委員会に対し、文書で異議を申し出ることができる。 

２ 選挙管理委員会は、前項の異議の申出を受けたときは、申出を受けた日から３

日以内に当該申出が正当であるか否かを決定しなければならない。この場合にお

いて、申出が正当であると決定したときは、申出に係る者を直ちに投票資格者名

簿に登録し、又は投票資格者名簿から抹消しなければならない。 

３ 選挙管理委員会は、前項の規定により投票資格者名簿の登録もしくは抹消を行

い、又は投票資格者に該当しない旨の決定をしたときは、書面により異議の申出

人に通知しなければならない。 

（投票資格者名簿への補正登録） 

第７条 選挙管理委員会は、第４条第１項の規定により投票資格者名簿の登録をし

た日後、当該登録の際に投票資格者名簿に登録される資格を有し、かつ、引き続

きその資格を有する者が投票資格者名簿に登録されていないことを知ったとき

は、その者を直ちに投票資格者名簿に登録しなければならない。 

（投票資格者名簿の訂正） 

第８条 選挙管理委員会は、投票資格者名簿に登録されている者に関する記載内容

（第３条第５項の規定により電磁的記録をもって投票資格者名簿を作成する場

合にあっては、記録内容）に変更があったこと、又は誤りがあることを知った場

合には、直ちにその記載又は記録の内容の修正又は訂正をしなければならない。 

（投票資格者名簿の抹消） 

第９条 選挙管理委員会は、投票資格者名簿に登録されている者に関して次の各号

のいずれかに該当するに至ったときは、これらの者を直ちに投票資格者名簿から

抹消しなければならない。 

 ⑴ 死亡したことを知ったとき。 

⑵ 日本の国籍を失ったことを知ったとき。 

⑶ 永住外国人でなくなったことを知ったとき。 



⑷ 本市の住民基本台帳の記録から抹消されたことを知ったとき。 

⑸ 外国人登録原票に登録されている居住地が小金井市の区域内でなくなった

ことを知ったとき。 

⑹ 登録時において登録の要件を満たしていなかったことを知ったとき。 

（情報の提供） 

第１０条 条例第１０条に規定する情報の提供は、市報こがねい及び市ホームペー

ジへの掲載その他の適切な方法により行う。 

２ 市長は、前項に規定するもののほか、必要に応じ情報提供のための施策を行う

ことができる。 

（投票区及び開票区） 

第１１条 投票区は、公職選挙法第１７条第２項の規定により設けられた投票区と

する。 

２ 開票区は、市の区域とする。 

（投票管理者） 

第１２条 選挙管理委員会は、投票所ごとに投票管理者を置く。 

２ 投票管理者は、投票資格者の中から選挙管理委員会の選任した者をもってこれ

に充てる。 

３ 投票管理者は、投票に関する事務を担任する。 

４ 投票管理者は、投票資格者でなくなったときは、その職を失う。 

（投票立会人） 

第１３条 選挙管理委員会は、各投票区における投票資格者名簿に登録された者の

中から、本人の承諾を得て、２人以上５人以下の投票立会人を選任し、投票日の

３日前までに、本人に通知しなければならない。 

（投票所） 

第１４条 投票所は、選挙管理委員会の指定した場所に設ける。 

（投票用紙の様式） 

第１５条 条例第６条第２項の投票用紙は、様式第１号のとおりとする。 

（点字投票） 

第１６条 条例第６条第１項に規定する投票人は、視覚障害を有するために、点字に

よって投票をしようとする場合には、投票管理者に対して、その旨を申し立てなけ

ればならない。この場合においては、投票管理者は、点字投票である旨の表示をし

た投票用紙（様式第２号）を交付しなければならない。 



（点字投票の無効投票） 

第１７条 点字投票の無効投票については、条例第９条の規定を適用する。 

 （代理投票） 

第１８条 条例第６条第５項の規定による代理投票（以下「代理投票」という。）を

しようとする者は、投票管理者に申請しなければならない。 

２ 投票管理者は、前項の規定による申請があったときは、投票立会人の意見を聴い

て、当該投票人の投票を補助すべき者２人をその承諾を得て定め、その１人に投票

の記載をする場所において投票用紙に当該投票人が指示する賛成又は反対を記載さ

せ、他の１人をこれに立ち会わせなければならない。  

 （期日前投票等） 

第１９条 条例第７条に規定する期日前投票又は不在者投票を行う場合の実施方法は、

公職選挙法、公職選挙法施行令（昭和２５年政令第８９号）及び公職選挙法施行規

則（昭和２５年総理府令第１３号）並びに小金井市選挙執行規程（平成１２年選挙

管理委員会規程第１号）の規定の例による。ただし、公職選挙法第４９条第４項か

ら第８項までの規定は、適用しない。 

２ 前項の規定により例によるとされた公職選挙法第４９条第１項に規定する不在者

投票管理者の管理する投票を記載する場所は、選挙管理委員会委員長が管理する不

在者投票所及び東京都選挙管理委員会が指定する市内施設の長が管理する不在者投

票所に限る。 

３ 条例第４条第１項第１号の投票資格者のうち年齢満１８年もしくは１９年のもの

又は同項第２号の投票資格者が、第１項の規定により例によるとされた公職選挙法

第４９条第２項の規定により郵便等による投票を行うに当たっては、投票日前４日

までに、選挙管理委員会委員長に対して、公職選挙法施行令第５９条の３第３項に

掲げる文書を添付の上、当該投票人が署名（点字によるものを除く。）をした文書に

より、投票用紙及び投票用封筒の交付を請求するものとする。 

 （投票録の作成） 

第２０条 期日前投票における投票管理者は、小金井市民交流センターの取得の賛否

を問う市民投票期日前投票所投票録（様式第３号）を作成し、投票に関する次第を

記載し、投票立会人とともに、これに署名しなければならない。 

２ 投票管理者は、小金井市民交流センターの取得の賛否を問う市民投票所投票録（様

式第４号）を作成し、投票に関する次第を記載し、投票立会人とともに、これに署

名しなければならない。 



 （開票管理者） 

第２１条 開票所に、開票管理者を置く。 

２ 開票管理者は、投票資格者の中から選挙管理委員会の選任した者をもって、これ

に充てる。 

３ 開票管理者は、開票に関する事務を担任する。 

４ 開票管理者は、投票資格者でなくなったときは、その職を失う。 

（開票立会人の選定） 

第２２条 選挙管理委員会は、投票資格者名簿に登録されている者の中から、本人

の承諾を得て、３人以上６人以下の開票立会人を選任し、投票日の３日前までに

本人に通知しなければならない。 

（開票録の作成） 

第２３条 開票管理者は、市民投票開票所開票録（様式第５号）を作成し、開票に

関する次第を記載し、開票立会人とともに、これに署名しなければならない。 

 （投票結果の告示の様式） 

第２４条 条例第１２条の告示は、様式第６号により行うものとする。 

 （投票及び開票） 

第２５条 第２条から前条までに規定するもののほか、市民投票の投票及び開票に

関し必要な事項は、公職選挙法、公職選挙法施行令及び公職選挙法施行規則並びに

小金井市選挙執行規程の規定の例による。 

 （委任） 

第２６条 この規則に定めるもののほか、市民投票の施行に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

 

付 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 


